
かれあι〕喧よゥ第1号申 …
発行 山 田検区ふれあい協議会

山田機区ふれあい鶴臨合はS月 17日 慨立されました。以来亀度何祉、生活配ほ、

家言文化,広報の4観会を目ど、今後の活的について言し合いを線に います。

そして住毘の■さんとのご連おの一駒として「本れあいたより」第1号を発行いたし

ました。毎しみの持てる広範だよりに育てていせたいと考えています。

青木留蔵会長のご挨拶

郡 会 で 話 し 台 っ た 当 面 の 内 容

健 康 福 祉 吉F会  当 面 啓 発 活 動 に 重 点 を 置 き 、 特 に 高 齢 者 問 題 を 焦 点

に 、例 え ば 認 知 症 の 予 防 や 老 人 介 護 に 関 す る講 習 会 な ど を検 討 す る。

そ の た め 市 、 日赤 な ど と連 携 し、 集 ま りや す い 集 い を模 索 す る。

生 淀身環 境 言口会  ま ず 児 童 の 安 全 確 保 を最 重 点 に 考 え 、 通 学 路 の 点 検

を 改 め て 行 うも事 故 多 発 、暗 い 個 所 、用 水 な ど危 険 個 所 を ピ ッ ク ア ン

プ し、警 告 板 を設 置 す る。 そ の た め PTA,青 少 年 育 成 協 と調 整 し実 行

計 画 を練 り上 げ る。

教 育 文 化 吉8会  直 ち に 実 施 で き る も の と して 小 学 校 児 童 を 対 t8tに、

地 元 の 指 導 者 を お 願 い して 「囲 碁 ・将 棋 セ ミナ ー 」 を 開 く。 子 供 た

ち に 目標 を持 た せ る た め に 大 会 を 計 画 す る。 今 後 、 学 校 開 放 に あ わ

せ 地 域 の 人 た ち と子 供 た ち の 「ふ れ あ い 教 室 」を発 展 させ る よ う努 力

す る。

広 報 吉日会  「 ふ れ あ い だ よ り」 を発 行 し、会 の 趣 旨 、活 動 を紹 介 、内

容 は 親 しみ を感 ず る も の に 育 て る。そ の た め '地 域 トピ ッ ク ス 」の 情

報 を 住 民 か ら集 め る よ う努 力 し、 ま た 建 設 的 な ど意 見 を 求 め 双 方 向

な 縦 面 づ く りを 考 慮 す る。
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吼 罫篇
「山劇甚句Jをご存知でしょうか。「船も新 し 船 人も若いね )||も新川 初 のぼ りJと、

明治中期の河川改修以前、川筋とLて 栄えた山田に伝わってきた民誨です。保存会UII

含敬秋会長)を一昨年立ち上げ、問栄一さんを中心に継承に努めています。そしてこの

ほど、よさこいブームに乗ってアレンジし、多くの人に親 しまれるようにと新曲 「よ

さとい山田甚句J(仮 題)を つくりました。作曲者は中村音楽工房の中村浩さん。臨 り

の振 り付けができ次第、小学生中心に練習してお抜露 目したいそうです。民謡愛好者

の皆さ九i、お楽しみに,

新役■やす。|ようしくお頼いじます

会  長  青  木 ‐留 |十蔵 (=山 申第 4自 沼会長)    、  コ  1代 1強  美 (山田小 田よ総務委員長)

副会長 出  村  信  昭 lul作自治第la代)

宮 岡  富  一  (き久自治全液付

閣    栄  一 ( r i田 自治会社代)

内 藤 和 夫 (下U」側自】合会長)

罷 留  磐  |]徐倉居岳暑管十
鈴 木  貞  吉 (柳作を人クラブ会長)

藤 橋  雅  広 (山甲小スギ■ツ振興会長)

五十嵐 暁  浩 (ときわき東白治会や  会  計   中  村  和  雄 (柳作第2白浩会長)

理  事  滝    秀  則 (喜久茶白治会長)         問      兼   (上 山田自治会)

池  田  正  雄 は 次中自お全0   監  事   小  イ林   肇  (上 山四第 2自冶会長)

猟 巻   一   (上 的仰第1白治会長)       上  回  幸  子 碍,Ⅲ 区青少年高成協議会)

" 合  敏  秋 (山脚と|り保布会)   顧  FnR  菅  原   勉  (山 田小学校長)

大  橋  三 二 男 (黒わ地区民生 児 童委員協残会長)

あとがき 第一号をご挨拶中心に作りました。

愛される広報として、地域の話題をできるだ

け取り上げたいと思います。ぜひとも参考情

報を有記広報部会のメンバーにお知らせくだ

さい。

滝 秀 則

小林 勝

岡  煮

中村和雄

内藤和夫
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